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まとめとしての意味をもっ第 8 章では、改めて「場J の概念が議論され、 「場」こそが各メンバーが公式的に所属
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する組織を超えた形で展開される企業家活動の一つの形態で、あり、 「場」には企業家活動のプロセスにおける「アイ
デアから事業コンセプトへの転換」とし寸事業創造における最重要プロセスを促進する機能が認められること、加え
て、 「場J は産業集積と企業家活動を連結し、事業創造の推進力となることが事例およびアクション・リサーチを通
じて明らかにされている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、単独のベンチャー企業から、地域の産業集積に至る広範な企業家活動を守備範囲とした包括的な研究で
ある。分析手法として、精微な事例研究に加えて、研究者が現場に直接的に関与しながら自身の仮説を検証し実際的
な研究上の知見を得るといった新しい手法が用いられ、また導き出された含意として、社会的問題の解決をビジネス
として行い、かっ新規事業の創造を図るという社会貢献型の新しいビジネスモデ、ルを提示するなど、数多くの独創性
が認められる。加えて、従来型のネットワーク分析的な企業家活動の研究とは異なり、「場J の概念とその分析枠組
みを企業家現象の分析に持ち込んだ点も本論文の貫献の一つである。
今後、これらの新しい分析手法、ビジネスモデルの一層の精微化が望まれるとはいえ、経営学の立場から企業家活
動に関する数多くの実践的合意を導き出した本論文は、博士(経済学)の学位に十分に値するものと判断する。
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